
ＪＲ東海労ニュース
戦後日本の平和主義が危ない！着実に進む戦争への道を許すな！
専守防衛の見直し提言、敵基地攻撃能力保持、集団的自衛権行使！

首相諮問機関「安全保障と防衛力に関する懇談会」が報告書提出
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ＪＲ東海労働組合

８月４日、首相の諮問機関「安全保障と防衛力に関する懇談会」は、報告書

を麻生太郎首相に提出しました。この提言は、年末に予定されている「防衛計

画の大綱」の見直しに反映するために行われたもので、今後の日本の「防衛政

策」の根幹をなしていくものと言えます。

新聞などで報道されている内容をみると、戦後日本が推し進めてきた平和主

義・軍事大国化の否定を見直し、敵基地攻撃能力保持や集団的自衛権の行使、

武器輸出三原則の緩和などを求めているとされています。私たちは、このよう

な「戦争のへ道」を何としても食い止めるために奮闘しなければなりません。

そのために、来る衆議院選挙に勝利し、政権交代を実現しましょう！

記事・東京新聞

平和・人権・民主主義を守るために、政権交代を実現しよう！


